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＜連絡事項＞

· 看護課内研修～明日で終了となるので参加していない職員は今日・明日で必ず参加すること。

· 明日、病棟よりローテーション1名くる。

· 6月のプログラム担当者は、プログラムを明日までに提出する事。

· 職員健康診断の採血は明日までの日程となっている。受けていない職員は明日必ず受ける事。

· 勤務変更：4/22　木村裕美　ナイトケア⇒デイケア

　　　　　　　　　 松林幸子　ナイトケア⇒Ａ勤務

　　　　　　　　　 小田朱里　Ａ勤務⇒ナイトケア

　　　　　　　　　 下舘静香　デイケア⇒ナイトケア

　　　　　　　金澤愛　5/2、4～7日　デイケア⇒Ｂ勤務

· 今年度の委員会担当者の発表が掲示されているので、各自自分の所属する委員会を確認しておく事。

＜ケア会議報告＞

我満　奈津紀様

【現状】

· 宗教（佛所護念）に入っているとの話聞かれる。

以前本人様が勤めていた居酒屋のママの紹介で、ママと一緒に『行ける時に行っている』とのこと。数珠や教本、たすきのような物を購入して6000円その他にかかる費用はつきに400円のみとの事。集まりのあった際には、お経をあげ、その後は愚痴を言い合って帰ってきているとの事。

· 最近、家に数名の男性の出入りあり。

ガソリンスタンド勤務の男性が、飲みに行った際深夜１～2時に泊めて欲しいと電話してくる事あり、自宅に時折泊めているとの事。また、昔交流の合った50歳前半の男性から最近はがきが送られてきた事で再び交流再開したとの事。食器棚を買ってもらい、組み立ても行ってもらったとの事。その他にメールや電話をし合っている男性もいるとのこと。

· 5月に家庭訪問あり、青明舎スタッフに掃除の手伝いを依頼されている。

　　　以前は自ら手伝いを申し出る事は見られなかったが、最近自分一人では処理する事の困難な事項については手伝いを依頼出来る様になってきている。

· 朝食を「食べる気がしない」と摂取されていない様子が見られる。

　　　「体重がどんどん増えている」との発言が聞かれ、体重を管理したいと話されることが多い。

· 娘様の最近の様子

　　　指しゃぶりが相変わらず治らず、親指にたこが出来ているとの事。また、小学校入学後より甘えるようになってきたとの事。「一人でトイレに行くのが怖いから一緒にきて欲しい」と話したり、学校から帰ってくるとすぐに本人様に膝枕してきたりするとの事。学校やなかよしクラブには拒否なく行っているとの事。

· 服薬はたまに忘れることがあるが、続けて忘れる事はなくなったとの事。

· 主治医から、最近デイケアにきちんと通所出来ている事を評価されており、デイケア通所の意欲に繋がっている。表情良く、活動性も高まりつつあり、欠席・早退・遅刻の連絡もきちんとなされており、理由もきちんと述べておられる。

· 室内の掃除や茶碗洗い、布団上げを自発的に行えるようになってきており、自室内は以前に比べて清潔になってきている。洗濯は週に1回の頻度で行っているとの事。

【今後の方向性・目標】

現在目標としている事が徐々に出来る様になってきているため、出来ている事を評価しながら今後も継続して現在の目標達成に向けて支援していく。

＜利用者様情報＞

前野　義勝様

· 本日外来受診の際に、本人様より水曜日のナイトケアを休みたいとの申し出があり、主治医より許可が出たとの事。本人様は、水曜日には自宅で料理や家事を行いたいと考えていると話されている。

· 土曜日から木曜日に受診日の変更を求めている理由について話されている。土曜日はナイトケアも幸房も休みであるため診察もなくして土曜日は休みとし、木曜日は受診日とした上で幸房やナイトケアを休みにしたいとのこと。

· 最近では再び自室にガスを引き、料理をしたいとの発言が聞かれるようになっている。てんかんの既往がある為危険である事を伝えるが、発作はしばらく起きていないから大丈夫だと話されている。

＜青山荘定例会議報告検討＞

・田名部　一樹様　27歳　統合失調症　デイケア利用

・巴　勇樹様　26歳　統合失調症　デイケア利用

　【参加状況】

デイケアへの遅刻はなくなり、30分前には通所されるようになっているが、朝通所されるとデイケアルーム奥の非常口前で寝ていることが多い。スタッフが声掛けするとその場は起き上がられているが、すぐにまた寝てしまう。

【対応策】

　　非常口前は、建物の老朽化に伴い耐久性に問題がある為、通常時には進入禁止としている。寝ているところを確認した際には、その都度進入禁止であることを伝えていく。

添付資料

＜青山荘定例会義＞

【青山荘利用者様】

· 清水　泰雅様～デイケアへの遅刻は相変わらず見られており、その原因の一つに手洗いがある。手洗いの頻度には目立った変化は見られないが、診察時に主治医に対して「よくなってきた」と話されている。睡眠状況について、「よく眠れている」と話されている。

· 田澤　勝敏様～人事異動により、本人様の担当スタッフが変更した事を告げると、「デイケアに行ったらデイケアのスタッフにもその事を教えたいんですがいいですか?」とスタッフに確認されている。また、家族にも担当者が変更になった旨の電話連絡を行っておられる。食事当番などでは手際よく勧めている。

５月に予定しているむつ市内の施設見学について、兄様よりいっしょに見学に行きたいとの申し出があったため、今後日程調整していく。

· 田名部　一樹様～昨日スタッフと面談実施。家から桜木町までのバスの利用は出来るが、桜木町から青山荘までのバスの利用の仕方がわからず、桜木町から歩いて帰ってきたとの事。バスの乗り方について、今後練習していく。本人様より、町の地理やどんな店があるのか全然分からなかったので、一度ゆっくり歩いてみたいとの話が聞かれている。

今後、就労について面談を実施する予定。

· 関口　　禅様～目立った変化は見られていない。「胃の痛みは良くなった感じがする」「五十肩の痛みは相変わらず」と話されている。4/26　八戸赤十字病院にいの検査結果を聞きに行く予定との事。

· 関　　秀治様～先週末の外泊時、焼肉を食べて楽しかったと話されている。青山荘の担当スタッフが変更となり、「日記どうしますか？」と聞きに来られた際にどうしたいと考えているか尋ねると、困った表情でしばらく考えておられ「じゃあ、このまま続けますか」と話されている。

· 平　　康子様～デイケアメンバーが亡くなった事について「残念だ」「自分もいつどうなるか分からないから少し怖い」と話されている。4/19デイケアにて「昨晩就寝前薬を飲み忘れた」と話されていたとの報告あり。本人様との面談実施し、退所に向けて確実の服薬を行えるようにしていく必要のある事を伝えると「分かってる。いつもはきちんと飲めている。寒くて布団に入っていたら寝てしまって気付いたら朝だっただけ。」と話されている。万歩計を衣類に装着した状態で洗濯してしまい、壊れてしまっている。万歩計の数値を励みにウオーキングされていたため、早めに新しい万歩計を購入し、定期的な運動実施を継続させて行きたいと考えている。

· 番沢　政勝様～外来受診時、「最近人と話をしたいがそれを自分で抑えててストレスが溜まる」「春で体調崩すんじゃないかと心配」「土日のメニュー作りがストレス」と話されている。調理実習では買い物に行ったり積極的に動いている。

· 大久保　康弘様～日記に「職員の山田さん・村上さんの人事異動について発表前に情報を得ていたので、デイケアでそのことについて話してしまった。申し訳ない事をした。お詫びしたい」と書かれている。先週土曜日、胃の痛みを訴え夕食も殆ど食べられなかった。翌朝には治ったと話されている。担当スタッフが変更となったため来週面談実施予定。

· 袴田　淑子様～先週末の外泊後姉様よりお花見の誘いを受けるが拒否されている。花見についてスタッフからも話をしているが、花見の話をすると不機嫌になっている。１週間便が出ていないとのことで、水分摂取と腹部マッサージを勧め、それでも出ない時には主治医の話す事とする。

· 中居　松男様～新しく入所された奥山様に一方的に話をされる姿や、自主活動の会計が合っていないと担当者の清水様に強い口調で言い寄ることが見られている。担当スタッフ変更となっているため、来週面談実施予定。

· 巴　　勇樹様～八戸駅～三日町までバスの利用の練習を行っていく予定。先週末外泊時、母と話をすることが出来なかったと話されている。また兄が自宅に来て一緒に焼肉を食べて楽しかったと表情良く話されている。

【うみねこ幸房利用者様】

· 前野　義勝様～9時を過ぎてから「間に合わないかも」と連絡されてくる事多い。現在、外来受診は土曜日にされているが、木曜日に変更したいとの話が聞かれている。本人が都合がいいからと話し、木曜日の受診から土曜日の受診に曜日を変更した経緯があったため、そのことを本人様に説明し受信日の変更は見合わせて頂いている。本日、首周辺の痛みを訴え受診されている。




















































